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研究成果の概要（和文）：初等中等教育向けに、学校のＩＣＴ機能のワンストップシステムの研究開発を行った。特に
、学校のＩＣＴ機能のうち、（１）ポータル機能（２）校務の情報化（３）教育の情報化（４）広報の情報化をワンス
トップで実現できるシステムNetCommons3.0の研究開発を行った。（３）の教育の情報化には、情報モラル・情報リテ
ラシー教育だけでなく、作文・プレゼンテーション指導、基礎学力定着、グループウェアによる知識共有などを含む。

研究成果の概要（英文）：We developed a one-stop system for informatization support of
primary and secondary schools, called NetCommons 3.0. Unlike other major content management systems, 
NetCommons provides both content management functions and groupware and e-learning functions. Using 
NetCommons, one can easily and inexpensively integrate several distributed educational functions such as 
a school homepage, e-learning, groupware, and information archives into one.

研究分野： 数理論理学、人工知能、教育工学
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１．研究開始当初の背景 
e-Japan 構想では、学校および教育の情報化
が重点課題としてうたわれ、2007 年までに
ある程度の回線・ハードウェアの整備が行わ
れた。そのような中、学校に求められる情報
化の内容は情報通信社会の変化に伴い、年々
高度化・複雑化している。 
教育現場では ①教育の情報化の全体像（ど
こまでやればよいのか）の不透明性②費用対
効果③技術やセキュリティ等への不安を募
らせている状況がうかがえる。特に、個別の
ハードウェアや教材ソフトウェアなどの開
発や導入は非常なコストがかかる割に期待
されるような効果が十分に得られなかった
との思いから、さらなる ICT 投資に対する懸
念が根強い。特に、財政状況の厳しい現在、
このような不安や懸念が情報化の遅滞に直
結している。 
これに対し、教育の外の社会においては情報
通信の機能を Web 上の機能としてモジュー
ル化し、それらの集合体であるワンストップ
システムへの移行が加速している。さらには、
サードパーティが提供するサービスとも一
体化させ、それを高速のネットワーク上で提
供するクラウドコンピューティングが主流
になりつつある。このような集中化は、各団
体におけるソフトウェア開発およびソフト
ウェア購入・メンテナンスコストを圧縮し、
標準のインタフェイスに統一された洗練し
た幅広いサービスの低価格（場合によっては
無償）での提供につながっている。 
費用対効果が教育分野にも求められる今、初
等中等教育の情報化においても、サービスの
集中化（ワンストップサービス）が社会と学
校の間の情報化格差を解消し、教育サービス
の向上と合理化を進める上で大きな意味を
もつといえる。 
本研究の研究代表者も 02 年より主として教
育 機 関 向 け 情 報 共 有 基 盤 シ ス テ ム
NetCommons の研究開発に着手し、05 年に
はこれをオープンソース化し、広く社会に提
供しており、現在 2,000 を超える教育機関で
採用されている。 
 
２．研究の目的 
本研究の主たる目的は、教育分野、特に初等
中等教育・特別支援教育の分野において、ワ
ンストップシステムを研究開発することで
ある。さらに、実際にワンストップサービス
として各教育機関が受けられるような枠組
みについて検討し、各地の教育センター等と
連携して行う実証実験の中で生じる課題に
ついて整理・解決をする。これによって、児
童生徒に対する教育の質向上・学校経営の改
善と効率化を実現する。 
 
３．研究の方法 
ワンストップシステムを謳うからには、教育
機関の各様相および動線を詳細に分析した
上で、それらをスムーズに統合するようなシ

ステムの開発が求められる。そのような意識
の下、本研究では次のような研究フェーズを
想定し、研究を進めた。 
（１）教育機関の各様相の分析 
現在の教育機関は教育をする場だけでなく、
保護者や地域住民への情報開示・施設の開放
などさまざまな機能を有している。教職員の
日々の活動も、教育・校務・渉外・施設管理・
課外活動指導など多岐にわたる。教職員・児
童生徒それぞれの学校内での活動様態を量
的・質的に分析した上で、教育機関に属する
各役割に関するシナリオを作成し、動線の分
析を行う。 
（２）プロトシステムの開発と実証実験 
（１）の分析に基づいて、プロトタイプとな
るシステムの開発を行う。開発するシステム
のインタフェイスは「ワープロとデジタルカ
メラ」の初歩的な技能だけあれば十分に利用
可能なものを目指し、IT リテラシーが十分で
ない一般教員だけでなく4年生以上の児童生
徒であれば無理なく活用できるものを目指
す。プロトシステムを用いて、協力機関であ
る教育センターが指定する研究指定校にお
いて実証実験を行う。特に、①ブラウザを感
じさせない画面表示速度が実現できている
か②マニュアルを見ずに短期間で使い方を
習得できるか③（１）で検討したシナリオ通
りに迷わずに作業が行えるか④（１）で検討
したシナリオ通りに情報共有が活性化する
か、などの観点から定量的・定性的に分析を
行った。（研究論文①、②、⑤、⑮） 
（３）教育効果の測定 
（２）で開発したシステムを教育の多様なシ
ーンで用いるシナリオを研究指定校ととも
に開発し、各シナリオの中で、教育効果を測
定する。初等教育においては、作文指導・プ
レゼンテーション能力向上・情報モラル指導
における教育効果を、中等教育においては、
学校グループウェアとして利用させた場合
の知識共有が加速されるかについて測定し
た（研究論文②、⑤、⑦、⑪、⑫、⑬、⑭、
⑮）。 
（４）フィージビリティスタディ 
本システムの開発に先立ってフィージビリ
ティスタディを実施し、特に、どのような枠
組み（一校での導入、あるいは教育センター
による集中管理）で導入することが最も費用
対効果が高いかについて検討を行った。 
（５）本システムの開発・アクセシビリティ
ーに関する検討 
（３）の実証実験で得られたフィードバック
を元に本システムの開発を行う。その際、特
別支援教育の児童生徒に対してはアクセシ
ビリティーに配慮したインタフェイスを用
意する。（研究論文①、③、⑨、⑯） 
（６）事例の収集 
本システムを用いた教育の情報化の事例を
収集し、利用者発表会等の開催、事例集の出
版等を通じて、全国での共有を図る。（研究
論文④、⑩、⑪、⑫、学会発表②、③、図書



①、②） 
 
４．研究成果 
本研究を通じて、教育機関が必要としていう
ワンストップシステムの要件や利用シナリ
オが明らかにすることができた。本研究を通
じて提供した CMS は、実証実験から、IT リテ
ラシーが十分でない一般教員だけでなく4年
生以上の児童生徒であれば無理なく活用で
きることを示すことができたが、それだけで
は導入には不十分であり、CMS をサービスと
して購入する上での判断に必要な IT リテラ
シーをもつ人材が学校や教育委員会に不足
している場合、多数ある CMS から何を決め手
として選択をすればよいかがわからないこ
とから判断を先送りし、IT化が進みにくいこ
とがわかった。特に、LAMP 環境に自らオープ
ンソースの CMS をインストールする、という
作業が（LAMP 環境が PAAS としてクラウド上
から提供されたとしても）ハードルが極めて
高いことがわかった。 
一方、福島県のように、県の教育センターが、
市町村のためにクラウド上にサービスを構
築し提供した場合には、一気に導入が進むこ
ともわかった。同様の形態で、NetCommons は
鳥取県で 98％、徳島県では 85％もの学校で
普及している（図１）。また、教育委員会ま
たは教育センターを通じて、県や市町村で同
じ CMS を導入することは、①導入の教育コス
トの削減、②ソフトウェア管理コストの削減
につながることがわかった。ただし、同じ CMS
を導入するといっても、バージョンが異なる
場合、想定よりもソフトウェア管理コストが
削減できないこともわかった。 
また、本研究当初には想定されなかったこと
として、次のような社会変化があった。これ
まで急速に一般家庭に普及していたパソコ
ンだが、家族全員がそれぞれスマートフォン
を購入し、パソコンは購入しない、という状
況が散見されるようになったのである。検索
やメール、SNS や動画再生などが利用目的で
あるならば、スマートフォンで十分に要件は
満たす。特に、低学年では、パソコンを有さ
ない保護者がこの3年間で目に見えて増加し、
学校ホームページの要件として単にスマー
トフォンで読めるだけではなく、twitter や
line などこうした保護者が日頃利用してい
るサービスと同程度の操作性が求められる
ようになった。もうひとつはセキュリティへ
求められる対応が厳しくなったことである。
これまでは、OSS の CMS に関しては、最新版
に知られたセキュリティバグが存在しない
状態で公開していればその責務は果たして
いると認識されていた。しかしながら、当該
CMS が依存している他のソフトウェア（例：
LAMP 環境や全文検索エンジン）にセキュリテ
ィホールが発見され、それらが最新版にヴァ
ージョンアップされた場合、即時にその最新
版環境上で当該CMSが仕様通りに動作するか
を確認することが求められるようになって

きたのである。 
以上の知見を活かし、NetCommons3.0 では、
①ＰＣとスマートフォンの両方での動作を
保証するリスポンシブデザインの採用、②継
続的インテグレーショ手法の導入（Travis 
CI および Jenkins による自動テスト）、③
ソフトウェア依存関係の汎用的ドキュメン
ト作成方法の開発（研究論文①、③）を採
用し、OSS で考えられ得るセキュリティを
提供するとともに非ＰＣユーザにも使いや
すい CMS を目指した。その成果として、
2015 年度末には NetCommons3.0.0 をリ
リースする予定である。 
ＵＲＬ： 
http://www.netcommons.org/ 
 

図 1. NetCommons の導入状況 
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〔その他〕 
ホームページ等 
・NetCommons 公式サイト 
http://www.netcommons.org/ 
・NetCommons2 系 Git リポジトリ 
https://github.com/netcommons/NetCommon
s2 
・NetCommons3 系 Git リポジトリ 
https://github.com/NetCommons3/NetCommo
ns2 
本 研 究 課 題 終 了 に 際 し 公 開 し た
NetCommons2.4.2.0 のダウンロード回数は、
1845 回であり、NetCommons2 系で学校 HP を
公開している学校数は 3500 を超える 
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